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	(1)計算モデル
	・N11,N12,N13

	(2)用いた手法
ソフト名・作成者
	・グリッド間隔と時間刻みを可変とする3次元差分法
空間4次、時間2次精度の差分法をベースに、全体を上部領域、下部領域に分け、それぞれでグリッド間隔を3方向で可変とすることができる。
・ソフト名：fdmdcg

・作成者：永野正行

	(3)参考文献
	・永野正行：グリッド間隔と時間刻みを可変とする3次元差分法を用いた2000年鳥取県西部地震時の神戸地域における強震動評価、日本建築学会構造系論文集、第580号、pp.43-50、2004.6

	(4)有効振動数と
時間刻み
	・0～5 Hz

・計算した時間刻みN11：0.005秒、N12,N13：0.004秒
・間引き、線形補間により0.01秒刻みのデータに変換

	(5)メッシュ・要素の切り方
	・グリッド間隔または要素サイズ（２層地盤の場合は各層の値）
　深さ1.5kmで上部領域と下部領域に分割し、可変とした。
　N11：上部、下部領域ともに3方向で一様の100mグリッド間隔
　N12,N13：上部領域では水平方向は50m分割、上下方向は表層地盤で50m、基盤部で100m分割。下部領域は3方向で一様の100mグリッド間隔
・モデル化した領域（X1≦X≦X2，Y1≦Y≦Y2，Z1≦Z≦Z2で記す）
　-17km≦X≦17km，-17km≦Y≦17km，0≦Z≦17km
・格子または要素の切れ目の入れ方
　vxをX=0，Y=0上に設定。ただし震源位置や出力結果はグリッドとの位置関係に応じ空間で線形補間

	(6)境界の処理
	・用いた境界処理の手法

　吸収境界(Clayton and Engquist、1977)＋スポンジゾーン(Cerjan et al.、1985)。ただしスポンジゾーンは高減衰領域として扱っている。
・配置状況

　水平方向は規程のモデル領域(-15km≦X≦15km，-15km≦Y≦15km)より±2km分、深さ方向は規程のモデル領域(0≦Z≦15km)より下部に＋2km分のスポンジゾーンを設定

	(7)点震源のモデル化（ステップ１の場合）
	・ダブルカップル震源の導入法
　応力テンソルにモーメントレート（滑り速度）関数を定義するPitarka(1999)の手法を利用
・指定震源位置と実際の震源位置
　指定震源位置を囲む周辺応力グリッドにモーメントレートを重み付けで分配。
・滑り速度関数を計算刻みでサンプリングしたデータを利用。

	(8)面震源のモデル化（ステップ２の場合）
	今回はステップ１のみ

	(9)減衰の導入
	・Graves(1996)の手法
・QなしはQp=Qs=5000として計算

	(10)提出波形に施した波形処理
	・6～7Hzのテーパー付きのローパスフィルター
・境界からの反射波部分はカットしていない

	(11)その他
	


